
資料1－1   

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する  

実態調査（タイムスタディ調査）概況   

1．タイムスタディ調査について   

（丑調査対象施設数  

○児童養護施設  21か所  

○乳児院  4か所（平成19年度調査と合わせて6か所）  

○情緒障害児短期治療施設 3か所  

○児童自立支援施設  2か所  

○母子生活支援施設  4か所   

（a調査対象施設の選定条件等  

調査対象施設の選定については、施設種別ごとに職員配置等の条件で抽出  

を行ったリストの中から、各施設協議会より推薦を受けた施設のうち、調査の  

協力が得られた施設とした。  
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③調査の概要   
本調査は、「施設闘員の業務量調査（1分間タイムスタディ調査）」と「入所児童の状態調査   
（アセスメント調査・突発事象等調査）」の二つの調査により構成される。   
1）施設職員の業務量調査く1分間タイムスタディ調査）   

・入所児童に対し、どのようなケアを、どのくらい（時間）、施設職員が提供しているのかを  

数量的に把握する目的で実施する調査。   

・調査は、児童を日常的にケアする職員が行う2日間タイムスタディ調査（他計式）と、児童を  
日常的にケアする職員以外が行う7日間タイムスタディ調査（自計式）の二つを実施。   

2）入所児童の状態調査（アセスメント調査・突発事象等調査）   

・入所児童一人ひとりの心身の状態や突発事象等を把握する目的で実施する調査。  

■調査は、調査対象とする児童一人ひとりに対して行うアセスメント調査と、突発事象等調査の  
二つを実施。   

2．グ仰いて  

①グループインタビューの内容と目的   
・タイムスタディ調査の実施後に、調査時に、調査対象施設において調査員となっており、  
日常的に児童への直接的なケアに従事している職員を対象とし、調査当時の児童の状態と  
ケア時間・内容についてのグループインタビュー調査を実施。   
・グループインタビューの目的は、児童の臨床像とケア時間の多寡との関連性をグループ  
インタビューを通じて明確にすることである。  

タイムスタディについて  

タイムスタディとは？   

～ケアを提供している現場で、「どういう職員」が、「どのような子どもに」、   

「どのようなケアを」「どのくらい（時間）」提供しているのかを明らかにすることを   

目的とした方法  

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査（タイムスタディ調査）では、  

O「子どもの状態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向  
O「職員構成」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向  
O「ケア形態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向  などについて分析  

子どもの状態  
（アセスメント）  

ケア形態の  

ケア内容   

○日常生活の支援  
○指導・相談  
0専門的なケア  
○ソーシャルワーク  

（家族への支援や関係   

機関との連携・調整）  

0子どもの年齢  
0被虐待経験  
○情緒・行動上の特徴  
0疾患・障害の状況  
0発達・発育め状況  

管理的業務   
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今回の集計項目（ポイント）  

通 子どもの状態の違い・家庭状況の違いによる子ども一人あたリケアの提供量の   
比較（施設種別ごと）   

・子どもの状況：年齢、性別、入所期間、発達状態、情緒・行動上の特徴、  
被虐待体験の有無、障害の有無 等   

・家庭状況＝保護者の状況、家庭復帰の見通しや家族への支援状況等   

品 各施設種別による子ども一人あたリケアの提供量の比較   
・ケア時間平均   
・時間階級区分別児童数   
・ケア時間業務分類別   
・ケア時間時間帯別   等   

ふ ケア形態、職員配置の手厚さ別による子ども一人あたリケアの提供量の比較   
・ケア時間平均  
一時間階級区分別児童数  
■ケア時間業務分類別  
ケア時間時間帯別  等  

※ ケアの負担感（身体的負担感・精神的負担感）については、集計中  
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タイムスタディ調査における子ども一人あたりのケア時間（2）  

調査の種耕  

一日換算  7日間タイムスタディ調壬  

（自計式隅茸）  

子とも一人一日あたりケア時間  

寺門ケア碑種等によるケア時間測定  
心理療法過当It兵  
家鹿支積書円相談鼻  

情菓措導員専  
■粍高  
著凛緬  
専   

（事揉博徒によるケア蒋向含℃）  
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【子どもの状態等編】結果（養護）①  ［二重］  

年齢別子ども一人あたリケア時間／日（児童養護施設）  

1羅・一2患    2鼓－3菰   3為－5議   5鼓－7歳   7歳－9歳  9歳－12歳  12歳～15這 15歳－18歳  未満      未満     未満     未満     未満     未満      未満     未満  18歳以上   

∩＝1  ∩＝3  ∩＝20  ∩＝47  ∩＝52  ∩＝77  ∩＝95  ∩＝66  ∩＝13  

★：基準値   

■年齢が高くなるにつれて、子ども一人あたりケア時間が短くなっているが、「18歳以上」でのみ  

「15歳～18歳未満」より長くなっている。  

※rl歳～2歳未満」、「2歳～3歳未満」、「3歳～5歳未満」、「5歳～7歳未満」の方が、「9歳～12歳未満」に比べ、   

子ども一人あたりケア時間が長くなっている（1パーセント水準で有意）。  

※「15歳～柑歳未満」の方が、「9歳－12歳未満」に比べ、ケア時間が短くなっている（りく－セント水準で有意〉  

＊＊＊ ～1％水準で有意  
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【子どもの状態等編】結果（養護）②  ［亘司   

入所期間別子ども一人あたりケア時間／日（児童養護施設）  

1か月末鶏   1－コ地ヽ月  3－6か月    6か月－  1－2年  2－5年  S－8年  8年以上  

乗漬  未濾  1年未満  未満  未満  未満  

∩＝1  n＝5  ∩＝23  ∩＝47  n＝47  n＝101  ∩＝74  n＝74  

★：基準個   

・「1か月未満（n＝1）」を除き、入所期間が短いほど（入所後間もないほど）、ケア時間が長い   

傾向にある。   
※入所期間がrl～3か月未満」の方が、「2～5年未満jに比べ、子ども一人あたりケア時間が長くなって   

いる（1％水準で有意〉。   

※「8年以上」の方が、「2－5年未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている（10％水準で   

有意傾向）。   

＊＊＊ ～1％水準で有意  ＊ －10％水準で有意傾向  
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【子どもの状態等編】結果（養護）④  ロ亘］   

身体、発育の状態別（体重）子ども一人あたりケア時間／日  
（児童養護施設）  ※就学前児童のみ  

単位二分  

3′トセンタイル  3－10  10－25  25－75  75－9D   90′く－センタイル  
未満  ′トセンタイル  ′トセンタイル   バーセンタイル   ′く一センタイル  以上  

未満  未満  未満  未満  
∩＝5  ∩＝4  ∩＝12  ∩＝27  ∩＝10  ∩＝5  

★：基準値  

※体重が、「90パーセンタイル以上（とても多い）の方が、「25～75パーセンタイル（標準範囲）」に比べ、  

子ども一人あたりケア時間が長くなっている（10％水準で有意傾向）。  

◆乳幼児身体発育曲線による分類  
（体重）  

3バーセンタイル未満   － かなり少ない  
3～10′トセンタイル未満 … とても少ない  
10～25バーセンタイル未満 － やや少ない  
25～75バーセンタイル未満 一 棟拳範囲  
75－90バーセンタイル未満 ～ やや多い  
90バーセンタイル以上   ～ とても多い  ＊ －10％水準で有意傾向  
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【子どもの状態等編】結果（乳児）②  
［垂司  

出生時体重別子ども一人あたりケア時間／日  

（乳児院）  ※就学前児童のみ  

● ■  

単位：分  

90バーセンタイル  

以上  
3バーセンタイル  ーー10  10－25  25・｝75  丁5－90  

未満  バーセンタイル   パーセンタイル   バーセンタイル   パーセンタイル  
未満  未満  未満  未満  

∩＝7  n＝3  n＝4  n＝28  ∩＝5  n＝5  ★：基準値  

・出生時体重が標準範囲より少ない方が、子ども一人あたりケア時間が長くなっている。  
※出生体重が、「3′トセンタイル未満（かなり少ない）」の方が、「25～75バーセンタイル（標準範周）」に  

比べ、子ども一人あたりケア時間が長くなっている（5％水準で有意）。  

※「10～25パーセンタイル未満（やや少ない）」の方が、r25～75パーセンタイル（標準範囲）」に比べ、  

子ども一人ケア時間が長くなっている（10％水準で有意傾向）  

◆乳幼児身体発育曲線による分類 3バーセンタイル未満   ～ かなり少ない  

3－1Dバーセンタイル未満 － とても少ない  
10－25バーセンタイル未満 ～ やや少ない  
25－75バーセンタイル未満 一 棟準範眉  
75・・90バーセンタイル未満 － やや多い  

＊＊ － 5％水準で有意  ＊ －10％水準で有意傾向  上    －  
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【子どもの状態等編】結果（乳児）⑤  
［二重司   

身体、発育の状態別（身長）子ども一人あたりケア時間／日  

（乳児院）  ※就学前児童のみ  

単位：分  

3バーセンタイル  ユー10  10・－25  25一－75  75・－90  

未満  バーセンタイル   バーセンタイル   バーセンタイル    バーセンタイル  
未満  未満  未満  未満  

gロバーセンタイル  

以上  

∩＝13  ∩＝13  ∩＝11  ∩＝12  ∩＝2  n＝3 ★：基準値  

・身長が、「75～90パーセンタイル未満（やや高い）」が、子ども一人あたりケア時間が最も短く  

なっている。  

※身長が、r75～9ロバーセンタイル未満（やや高い）の方が、「25～75バーセンタイル（標準範囲）jに比べ、  

子ども一人あたりケア時間が短くなっている（1％水準で有意）  
◆乳幼児身体発育曲鰍こよる分類  
（身長）  

3パーセンタイル未満  

3～10パーセンタイル未満  
柑－25バーセンタイル未満  
25－75バーセンタイル未満  
75－90バーセンタイル未満  
90バーセンタイル以上  

－ かなり低い  

－ とても催い  

～ やや低い  
一 棟乏■範囲  
－ やや高い  
－ とても高い  ＊＊＊ －1％水準で有意  
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